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未来創造セミナーの概要 

 

 

平成27年9月１８日 

草津市総合政策部草津未来研究所 

 

1. 平成27年度未来研究所事業 未来創造セミナーの目的 

 

草津未来研究所が行った過去の調査研究において南草津の課題解決のためには「気軽で

自由に議論や話ができる空間が演出され、常に新しい出会いが創造」される場が必要との

提言を行ったことから、「未来創造セミナー」を開催することとしました。未来創造セミナ

ーにおける主な検討項目は下記のとおりです。 

 

【検討項目】 

• トーク空間の必要性の検討（検証） 

• 気軽で自由にまちづくりについて議論や話ができる空間に対する市民のニーズ把

握 

• 気軽で自由に議論や話ができる空間演出の検討 

• ワークショップ等の手法の試行 

• 開催曜日、開催時間等のニーズ調査 

 

（参考）過去の調査研究の提言について 

 

 平成 24 年度「南草津のまちづくりに関する調査研究報告書-南草津地域のまちづくり

の方向性について-」 

• 長期的な視点で見れば、立命館大学びわこ・くさつキャンパスを有する等の南草津

の強みを最大限に生かしながら、そのような人たち＊がゆるやかにまちづくりにか

かわれるような仕組みづくりも必要である。そして、その仕組みのなかで、気軽で

自由に議論や話ができる空間が演出され、常に新しい出会いが創造されることで、

一人でも多くの人が南草津に関心をもっていただければと願う次第である。（＊大

企業社員や大学生など数年単位でしか居住しない住民） 

 

 平成 26 年度「大学と地域の連携に関する調査研究報告書-大学のある都市としての優

位性を活かすために-」 

• 地域をベースに市民と行政、企業、大学等が連携してまちづくりを進めていくため

の「場所」、「環境」である連携拠点（機能）が必要となる。 
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2. 未来創造セミナーの開催内容 

まちづくりについて行政、大学、市民（在住者、通学市民、通勤市民、活動市民、企業

市民）が自由に話し合う開かれた場とします。今年度はテーマ、及びワークショップ手法

を変え、6回の実施を予定しています。 

未来創造セミナーの目的は「開かれた場の有効性と空間演出の検討ですが、各回のテー

マについては下記のことを期待しています。 

• 草津未来研究所主催、担当課が協力することにより、担当課の職員も市民の立場で

も対話できる仕掛け。 

• 担当者が市民と直接対話することにより、間接的にまちづくり政策に反映を期待。 

• 和やかな雰囲気の中で異なる立場の他者の意見を聞くことによる新たな気づきや抱

いている思いを言葉に出す。 

• まちづくり政策への反映は担当課が判断する。 

 

また未来創造セミナーの基本的な流れは以下の通りです。 

• まちづくり政策についてのアンケート結果等をわかりやすく説明するだけでなく、

アンケートで見えなかったことを参加者に問いかける。 

• 大学の先生から、問いかけを考える上での基礎的知識やヒントを提供する。 

• 様々な立場の人がワークショップで解決策を話し合う。 

• 参加者全員で個々の意見や経験を共有する。 

 

 

3. 未来創造セミナー開催実績及び予定 

今年度の予定は以下の通りですが、内容については今後変更の可能性があります。 

 
以上 


